






序論 

分担直後における,母親と,その新生児の取り扱い方については,それぞれの国,文化,慣習

などの相違によって異なっている。我国においても,施設分娩と家庭分娩とのちがい,ある

いは,同じ施設分娩であっても,母児同室制,母児異室制などの,それぞれの新生児養護方法

によっての多少の違いはある。分娩直後の新生児は,母親のそばに寝かされる場合もあるが

,施設分娩が,約 95%以上を示める我国では,その新生児の取り扱い方に,あまり差はないと

考える。すなわち,分娩後の新生児は,沐浴を終え,母親との,1 分～2分間の面会をすませて

,新生児室に収容される。母児同室別の方法によって,新生児を養護している施設でも,分娩

直後であれば,母体側を重視し,あるいは,出生直後の新生児の生理的観察に重点をおいて,

こうした方法をとる場合が多い。その後は,少くとも,母親自身が歩行をはじめる,8 時間前

後,なかには,24 時間前後も,母児の接触を持たないのが現状である。しかし,CONDOA や

,SANDER らの研究によると,「新生児は,生後数分間から数時間で,すでに物をみたり,音を

聴いたりしている。また,母親の声に反応して,リズミカルに動く。」としている。しかしな

がら,現状の多くの分娩施設では,その点を重視し,こうした新生児を中心として,母親との

接触を進めている施設は,皆無であるとしても過言ではない。このことは,我々がすでに,

母親には母性本能が存在し,自分の子供に対して,愛情を持っているのは,あるいは,愛情を

持つことは当然である。と信じている。また,子供の方でも,緒にいる母親を,その成長,発

育のなかで見分けていくものである。したがって,その子供の一生のなかで,出生直後から,

入院中の,わずか 7日前後では,母児の間には,特別に,あるいはたいして影響はないのでは

ないか。と判断してしまっているのかも知れないのである。しかし,母と児のきずな,母親

の児に対する愛着についての研究が,アメリカなどで明確にされるにつれ,分娩直後の母親

の,児に対する行動から,重視していかなくてはならないと考える。 

当院では,年間約 1500 件の分娩があり,開設より現在まで,約 20000 件の分娩を取り扱って

いる。分娩直後は,母児に問題がない限り,原則として,分娩室内で，母児の最初の対面を行

っている。すなわち,分娩第Ⅳ期をむかえている母親に,沐浴を終えた新生児が,助産婦によ

って抱き上げられ,母親の顔の近くで,対面する。こうした場面では,母親が自から手を差し



出して,我児にふれようとする母親,あるいは,助産婦との対話だけで,我児にはふれない母

親とがいる。児にふれる母親の多くは,その児に語りかけることが多く。ふれない母親の多

くは,そばにいる助産婦に質問する,「手や足はありますか」「男の児ですか」,「女の児で

すか」などである。こうした行動の相違は,母親自身の偶然の行為なのか,あるいはまた,

それぞれの行動をとる母親群には共通点があるか,などについて,調査を進める。 


